
 

都道府県名：滋賀県 市町村名： 

１．活動名 

森林環境学習「やまのこ」事業 

２．取組の背景、目的 

次代を担う子どもたちが、森林への理解と関心を深めるとともに、人と豊かにか

かわる力をはぐくむため、学校教育の一環として、森林環境学習施設およびその

周辺森林で体験型の学習を実施します。 

３．実施主体 

市町 

４．取組の概要 

・対象学年 

 小学校4年生 

・参加日程 

 1泊2日または1日（終日） 

・学校での位置づけ 

 事業を環境教育の一環として教育課程に位置づける。実施する受入施設や時

期・時間数は、学校が決定する。 

・学習の内容 

(1) 森林に入り、木や草花などにふれ、森林に興味や親しみをもたせる。 

(2) 森林での体験を通して、森林のはたらきや重要性について理解をふかめる。 

(3) 森林の中の危険性に気づき、回避する力を身につける。 

(4) ルールを守り、楽しく体験学習をすることで、優しさや思いやり、協力し合

う心をはぐくむ。 

(5) (1)から(4)までの学習の効果を高めるための事前事後学習 

５．支援事業（国、都道府県、各種団体等から支援、補助を受けている事業名、及び補助率を記入して下さい。） 

森林環境学習「やまのこ」事業 

６．取組等についての成果や課題 

今年度で5年目を迎えるが、昨年度は私立を除くすべての学校で実施した。 

＜参考＞ 

平成19年度   115校  

平成20年度   202校  

平成21年度   241校  

平成22年度   243校 



写真添付欄 写真の説明欄 

施設の専任指導員が森林の多面的機能に

ついて分かりやすく説明しています。 

 施設の専任指導員が植物の生態について

分かりやすく説明しています。 

 間伐体験は教育効果が高く、生徒も楽しん

で参加できることから、プログラムの中に

積極的に取り入れられています。 

  

 


